
「
子
弟
の
教
育
を
如
何
に
す
べ
き
か
」に
お
い
て
、
有
三

は
、「
実
際
、
私
は
声
を
大
に
し
て
子
供
の
雑
誌
が
な
い

と
い
ふ
事
を
い
ひ
た
い
。」（
＊
１
）
と
い
う
問
題
を
提
起
し

て
い
ま
す
。

　

我
が
子
の
た
め
に
良
い
本
を
見
つ
け
た
い
、
と
い
う

想
い
は
、
次
第
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が「
世
界

を
見
る
大
き
な
眼
と
、
高
遠
な
志
」（
＊
２
）
を
つ
ち
か
う

糧
と
な
る
本
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
使
命
感

へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。

　
あ
の
年
頃
の
子
供
た
ち
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

を
し
よ
つ
て
た
つ
人
た
ち
ぢ
や
な
い
か
。
も
う
固
ま

つ
て
し
ま
つ
た
大
人
は
何
を
い
つ
て
も
仕
方
が
な
い
。

年
の
い
か
な
い
子
供
達
だ
け
は
、
何
と
か
大
き
く
真

直
ぐ
に
延
び
て
い
つ
て
貰
は
な
け
れ
ば
困
る
よ
。（
＊
３
）

　

有
三
は
、
新
潮
社
に
企
画
を
持
ち
込
み
、
賛
意
を
得

る
と
、
直
ち
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
新
し
い
本
、
す

な
わ
ち
、『
日
本
少
国
民
文
庫
』発
刊
の
準
備
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

発
刊
に
あ
た
り
、
有
三
は
、
児
童
書
の
編
集
経
験
に

は
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
ら
が
見
込
ん
だ
後
進
た
ち
を
編
集

者
と
し
て
ス
カ
ウ
ト
し
て
い
ま
す
。

　

長
く
哲
学
を
学
ん
だ
経
歴
を
持
つ
も
、
社
会
主
義
運

動
へ
の
接
近
に
よ
っ
て
治
安
維
持
法
に
抵
触
し
、
失
職

中
で
あ
っ
た
吉
野
源
三
郎
を
筆
頭
に
、
文
藝
春
秋
社
を

退
社
し
た
ば
か
り
の
石
井
桃
子
、
明
治
大
学
文
芸
科
で

教
鞭
を
と
る
吉
田
甲
子
太
郎
ら
、
才
気
あ
ふ
れ
る
人
物

た
ち
が『
日
本
少
国
民
文
庫
』の
編
集
者
と
し
て
集
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

執
筆
陣
に
は
劇
作
家
の
岸
田
國
士
、
物
理
学
者
の
石

原
純
な
ど
の
各
分
野
の
第
一
人
者
の
ほ
か
、
新
進
の
学

者
た
ち
も
数
多
く
加
わ
り
ま
し
た
。

　

編
集
者
・
執
筆
者
が
一
堂
に
会
し
て
の
会
議
は
談
論

風
発
、「
知
的
な
人
た
ち
が
自
由
に
話
す
と
、
こ
ん
な
に

楽
し
い
ん
だ
」と
思
っ
た
、
と
、
編
集
者
の
一
人
で
あ
る

石
井
は
後
年
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。（
＊
４
）

　

六
十
回
を
超
え
る
綿
密
な
編
集
会
議
が
重
ね
ら
れ
た

『
日
本
少
国
民
文
庫
』は
、「
人
類
の
進
歩
」と
い
う
共
通

の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
全
十
六
巻
の
叢
書
と
な
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
叢
書
は
、
恩
地
孝
四
郎
の
上
品
な
装

幀
に
彩
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
で
も
他
の
子
ど
も
向
け
の
読

み
物
と
一
線
を
画
す
仕
上
が
り
で
あ
っ
た
と
言
い
ま

す
。
そ
の
質
の
高
さ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、『
日
本
少
国

民
文
庫
』は
た
ち
ま
ち
好
評
を
博
し
、
戦
後
ま
で
改
訂

を
重
ね
な
が
ら
読
み
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、「
心
に
太
陽
を
持
て
」「
君
た
ち
は
ど
う

生
き
る
か
」と
い
っ
た
表
題
作
と
と
も
に
当
時
の
子
ど

も
た
ち
に
愛
さ
れ
、現
在
も
そ
の
輝
き
を
失
わ
な
い『
日

本
少
国
民
文
庫
』の
魅
力
と
、
同
時
代
に
お
け
る
そ
の

意
義
を
探
り
ま
す
。

　
『
日
本
少
国
民
文
庫
』の
刊
行
に
携
わ
っ
た
人
々
が
出

入
り
を
重
ね
た
こ
の「
三
鷹
の
邸
宅
」で
、
若
き
編
集
者

た
ち
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
本
書
へ
の
理
解
が
深
ま

れ
ば
幸
い
で
す
。　
　

  

（
文
芸
企
画
員
・
学
芸
員　

三
浦
穂
高
）

　

長
男
が
中
学
校
へ
進
学
し
た
昭
和
9（
1
9
3
4
）

年
、
山
本
有
三
﹇
１
８
８
７
-
1
9
7
4
﹈
は
、
父
親
と

し
て
あ
る
問
題
に
直
面
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
心
身
の
成

長
期
に
あ
る
子
ど
も
に
読
ま
せ
る
ふ
さ
わ
し
い
本
や
雑

誌
が
見
当
た
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

当
時
、
経
済
恐
慌
に
よ
る
不
況
を
背
景
に
、
商
業
主

義
に
傾
い
た
大
衆
的
な
雑
誌
が
大
き
く
出
版
部
数
を
伸

ば
し
、
そ
れ
は
子
ど
も
向
け
の
読
み
物
に
お
い
て
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

加
え
て
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
起

こ
っ
た「
円
本
ブ
ー
ム
」に
よ
っ
て
、
廉
価
か
つ
巻
数
の

多
い
叢
書
が
競
い
合
う
よ
う
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
で
、

子
ど
も
向
け
雑
誌
の
多
く
が
淘
汰
さ
れ
、
相
次
い
で
廃

刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
10
年
の「
文
藝
春
秋
」に
掲
載
さ
れ
た
座
談
会

＊
１
…「
子
弟
の
教
育
を
如
何
に
す
べ
き
か
」（「
文
藝
春
秋
」
第
13
巻
第
3
号　

昭
和
10
年
3
月
）

＊
２
…
山
本
有
三
「
こ
の
本
を
読
む
み
な
さ
ん
に
」

（『
日
本
少
国
民
文
庫
第
十
二
巻　

心
に
太
陽
を
持
て
』
新
潮
社　

昭
和
10
年
11
月
）

＊
３
…
吉
田
甲
子
太
郎「
日
本
少
国
民
文
庫
が
生
れ
る
ま
で
」（「
書
窓
」第
2
巻
第
4
号　

昭
和
11
年
1
月
）

＊
４
…
尾
崎
真
理
子
『
ひ
み
つ
の
王
国　

評
伝 

石
井
桃
子
』（
新
潮
社　

平
成
26
年
6
月
）

が
灯
し
た
も
の

と
も

－

若
き
編
集
者
た
ち
と
の
交
流

－

三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
企
画
展

日
本
少
国
民
文
庫

令
和
２
年
９
月
12
日（
土
）　　
　
　

〜
令
和
３
年
３
月
７
日（
日
）
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『
佐
藤
義
亮
伝
』（
１
）
に
は
、〈
新
潮
社
が
初
め
て
少
年

少
女
向
き
の
本
を
手
が
け
た
〉（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
）

の
は
、
山
本
有
三
編「
日
本
少
国
民
文
庫
」（
昭
和
十
年

十
一
月
刊
行
開
始
）と
の
記
述
が
あ
る
。
が
、
こ
れ
は

厳
密
に
は
正
確
で
は
な
い
。
新
潮
社
に
は
大
正
九
年
、

『
三
太
物
語
』で
著
名
な
青
木
茂
の
お
話
集『
智
と
力

兄
弟
の
話
』が
あ
り
、
ま
た
大
正
末
〜
昭
和
初
年
に
か

け
て
は
、
西
條
八
十
や
北
原
白
秋
の
童
謡
、
ト
ル
ス
ト

イ
や
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
、
さ
ら
に
は「
愛
国
少
年

文
庫
」と
称
す
る
叢
書（
山
中
峯
太
郎
や
池
田
宣
政
、

久
留
島
武
彦
な
ど
全
五
冊
）が
刊
行
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
冒
頭
の
引
用
に
は
続
き
が
あ
る
。〈…

を

手
が
け
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
を
以
て
世
に
問
う
た
出

版
で
も
あ
つ
た
〉。
山
本
有
三
か
ら
持
ち
か
け
ら
れ
、

叢
書
の
出
版
を
決
断
・
承
諾
し
た
佐
藤
義
亮
の
意
識

下
に
お
い
て
は
、「
日
本
少
国
民
文
庫
」こ
そ
〝
新
潮

社
と
し
て
初
の
児
童
書
〞
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

有
三
と
新
潮
社
の
関
係
は
、
大
正
十
三
年
に
ま
で
遡

る
。
同
社
か
ら『
演
劇
新
潮
』が
創
刊
さ
れ
た
と
き
、

一
年
に
渡
っ
て
編
集
主
任
を
務
め
た
の
が
有
三
で

あ
っ
た
。
久
米
正
雄
は
、
雑
誌
創
刊
前
か
ら
有
三
が
緻

密
な
一
年
計
画
を
立
て
、
各
月
の
予
定
を
既
に
割
り

振
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
。
の
ち
の
有
三
の

編
集
者
と
し
て
の
用
意
周
到
さ
は
、
こ
う
し
た
経
験
か

ら
確
立
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、「
日
本
少
国
民
文
庫
」（
全
十
六
巻
）は
、『
心

に
太
陽
を
も
て―

胸
に
ひ
び
く
話
二
〇
編―

』（
昭
和

十
年
十
一
月
）を
第
一
回
配
本
と
し
て
刊
行
開
始
と
な

り
、
以
後
基
本
的
に
月
に
一
冊
の
ペ
ー
ス
で
出
版
、
吉

野
源
三
郎『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』（
十
二
年
八

月
）を
最
終
配
本
に
シ
リ
ー
ズ
完
結
と
な
っ
た
児
童
向

け
叢
書
で
あ
る
。

　

菊
池
寛
、
豊
島
与
志
雄
を
助
言
者
に
得
、
か
つ
有
三

の
周
囲
に
い
た
吉
野
源
三
郎（
編
集
主
任
）、
吉
田
甲

子
太
郎
、
高
橋
健
二
、
石
井
桃
子
ら
が
編
集
に
参
加
。

恒
藤
恭
、
石
原
純
、
水
上
滝
太
郎
、
里
見
弴
ほ
か
が
執

筆
し
た
。
昭
和
十
七
年
及
び
戦
後
の
二
三
年
に
も
そ
れ

ぞ
れ
改
訂
を
加
え
て
版
を
重
ね（
全
巻
構
成
も
変
更
）、

さ
ら
に
昭
和
三
一
年
に
は「
新
編
・
日
本
少
国
民
文
庫
」

（
全
十
二
巻
）を
出
版
し
た
。
戦
前
・
戦
後
、
そ
し
て
今

日
に
至
る
ま
で
そ
の
一
部
が
読
み
継
が
れ
る
日
本
の

児
童
文
学
史
上
稀
有
な
存
在
で
あ
り
、
類
例
の
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
叢
書
全
体
を
企
画
・
立
案
し
、
編

集
者
を
組
織
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
の
が
山
本
有
三
で

あ
っ
た
。
編
集
者
と
し
て
の
才
覚
を
多
分
に
発
揮
し
た

と
言
え
る
。

　

叢
書
の
特
色
お
よ
び
独
自
性
は
、
文
芸
面
に
の
み
偏

す
る
の
で
は
な
く
、
人
間
全
般
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
、
広
く
科
学
・
ス
ポ
ー
ツ
・
哲
学
・
倫
理
・
伝
記
・

教
養
と
い
っ
た
分
野
・
要
素
を
国
際
的
視
野
か
ら
配

し
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
人
間
い
か
に
生
く
べ
き
か
、

そ
の
根
源
的
な
問
い
を〈
小
学
児
童
期
を
終
は
る
頃
か

ら
青
年
時
代
に
至
る
ま
で
の
少
年
や
少
女
た
ち
〉（
２
）

と
い
う
所
謂
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
世
代
に
向
け
て
発
信
、

童
話
か
ら
小
説
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
書
物
と
し
て
届

け
た
の
で
あ
る
。

　

類
書
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
時
期
の
子

ど
も
向
け
読
み
物
の
多
く
が
時
局
の
影
響
を
受
け
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
に
対
し
、「
日
本
少
国
民
文
庫
」

は
あ
く
ま
で
リ
ベ
ラ
ル
か
つ
深
遠
な
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
を
希
求
し
た
編
集
方
針
を
貫
き
、
偏
狭
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
か
ら
読
者
を
解
放
す
る
姿
勢
で
統
一
さ
れ

て
い
た
。こ
れ
は
、多
く
の
編
集
者
を
抱
え
な
が
ら
も
、

「
総
編
集
」と
い
う
役
割
を
担
っ
た
有
三
の
力
量
に
負

う
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
編
集

に
関
与
し
た
人
の
多
く
が
、
そ
の
後
直
接
・
間
接
に
児

童
文
学
へ
の
関
心
を
高
め
、
こ
の
分
野
に
貢
献
し
て

い
っ
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
有
三
の
エ
デ
ィ
タ
ー
と
し

て
の
存
在
感
・
影
響
力
の
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
誕
生
し
た
叢
書
は
、〈
良
心
的
で
文
化
性

の
高
い
、
し
か
も
全
体
と
し
て
格
調
の
高
い
文
体
、
感

銘
に
あ
ふ
れ
た
内
容
を
も
っ
た
企
画
〉（
３
）、〈
軍
国
主

義
思
想
の
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
、
国
際
的
視
野

に
立
つ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う

と
し
た
こ
の
叢
書
の
功
績
は
高
く
評
価
す
べ
き
〉（
４
）、

言
論
統
制
が
本
格
化
し
て
い
く
情
勢
に
お
い
て〈
時
代

の
抵
抗
精
神
を
象
徴
す
る
も
の
〉（
５
）
と
い
う
高
い
今
日

的
評
価
が
定
着
し
て
い
る
。
先
を
生
き
る
世
代
と
し
て
、

有
三
の
子
ど
も
へ
の
責
務
と
、
正
義
感
に
貫
か
れ
た
強

固
な
意
志
が
本
叢
書
を
誕
生
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
叢
書
は
多
く
の
優
れ
た
作
家
や
研
究

者
、
翻
訳
者
ら
の
作
品
を
世
に
送
り
出
し
た
が
、
な
か

で
も
ひ
と
き
わ
眼
を
惹
く
の
が
、
当
時
児
童
文
学
の
書

き
手
と
し
て
は
無
名
だ
っ
た
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
掲

載
し
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
二
九
年
、
岩
手
に
て
生
ま

れ
た
賢
治
は
、
既
に
大
正
十
三
年
に
は
心
象
ス
ケ
ッ
チ

『
春
と
修
羅
』、
童
話
集『
注
文
の
多
い
料
理
店
』を
自

費
出
版
し
、
い
く
つ
か
の
雑
誌
で
詩
や
童
話
を
発
表
し

て
い
た
も
の
の
、
児
童
文
壇
で
は
い
ま
だ
定
位
を
持
た

な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
有
三
は
第
八
巻『
人
類
の
進
歩

に
つ
く
し
た
人
々
』で
は「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」を
、
十
六

巻『
日
本
名
作
選
』で
は「
オ
ッ
ペ
ル
と
象
」を
、
そ
れ

ぞ
れ
取
り
上
げ
た
。

　

な
に
ゆ
え
に
、
無
名
と
も
い
え
る
賢
治
作
品
を
選
択

し
た
の
か
。
有
三
の
編
集
者
と
し
て
の
眼
力
は
、
賢
治

の
ど
こ
に
注
が
れ
た
の
だ
ろ
う
。『
人
類
の
進
歩
に
つ

く
し
た
人
々
』に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

昭
和
十
二
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
同
書
に
は
、
リ
ン

カ
ー
ン
、
キ
ュ
ー
リ
ー
夫
人
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
各

伝
記
を
収
録
し
た
が
、
三
偉
人
の
な
か
で
も
と
り
わ
け

頁
を
多
く
割
い
た
の
が
力
作「
リ
ン
カ
ー
ン
伝
」で
あ

る
（
６
）。
こ
の
作
品
で
は
、
奴
隷
解
放
の
た
め
に
生
涯
を

捧
げ
、
彼
ら
の
自
由
と
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
終
生

尽
力
し
た
人
物
と
し
て
リ
ン
カ
ー
ン
が
描
か
れ
た
。

〈
生
涯
の
目
標
を
世
間
的
な
成
功
に
お
か
ず
、
自
分
一

個
の
幸
福
の
た
め
よ
り
は
、
自
分
た
ち
の
時
代
の
大
き

な
宿
題
の
た
め
に
働
こ
う
と
考
へ
て
生
き
て
来
た
〉（
７
）

と
こ
ろ
に
そ
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ
っ
た
と
力
説
し
、
彼

こ
そ
人
類
の
進
歩
に
つ
く
し
た
人
で
あ
り
、
読
者
に

〈
リ
ン
カ
ー
ン
と
同
じ
や
う
に
、
自
分
一
人
の
た
め
で

は
な
く
、
世
の
中
の
進
歩
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
、
本

当
に
生
き
が
ひ
の
あ
る
こ
と
だ
と
は
お
思
ひ
に
な
り

ま
せ
ん
か
〉（
８
）
と
問
い
か
け
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

視
点
は
、
こ
の
当
時
有
三
が
書
い
た
作
品
に
も
共
通
し

て
見
ら
れ
る
。

　
「
は
に
か
み
や
の
ク
ラ
ラ
」（『
主
婦
之
友
』十
二
年

一
月
〜
三
月
）に
し
ろ「
ス
ト
ウ
夫
人
」（
同
前
、
十
三

年
一
〜
三
月
）に
し
ろ
、
そ
の
根
底
を
脈
々
と
流
れ
る

の
は
人
類
の
た
め
に
い
か
に
生
き
た
か
、
そ
の
進
歩
に

い
か
に
貢
献
し
た
か
と
い
う
視
点
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ

を
基
軸
と
し
た
人
物
伝
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
。
そ

れ
は
軍
事
色
が
濃
厚
に
な
り
、
厳
し
い
言
論
統
制
が
行

わ
れ
て
い
く
な
か
で
の
、
有
三
が
良
心
的
な
文
学
者
と

し
て
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
で
あ
り
、
時
勢
に
抗
う
な
か
で
打
ち
立
て
よ
う
と
し

た
一
つ
の
倫
理
で
あ
っ
た
。

　

賢
治
の「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」収
録
に
つ
い
て
も
、
有

三
の
編
集
基
準
に
照
ら
し
て
考
え
た
と
き
、
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
東
北
農
民
の
貧
困
を
い
か
に
救

う
か
に
終
生
尽
力
し
た
農
民
科
学
者
・
実
践
者
と
し

て
の
賢
治
像
で
あ
る
。
こ
う
し
た
賢
治
へ
の
共
感
が

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」収
録
へ
と
向
か
わ
せ
た
の
で
は
な

い
か
。
文
学
に
生
き
た
詩
人
・
童
話
作
家
と
し
て
の
賢

治
で
は
な
い
が
、
当
時
の
賢
治
受
容
の
一
面
が
垣
間
見

え
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

　

一
篇
の
詩
や
雑
文
に
至
る
ま
で
、
有
三
は
妥
協
す
る

こ
と
な
く
厳
し
く
素
材
を
吟
味
し
た
と
さ
れ
る
。
編
集

者
と
し
て
の
才
覚
や
慧
眼
が
、
児
童
出
版
史
に
残
る
名

著
と
し
て
の「
日
本
少
国
民
文
庫
」を
結
実
さ
せ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
そ
の
編
集
過
程
で
賢
治
へ
行
き
着
い
た

と
こ
ろ
に
も
有
三
の
確
か
な
先
見
性
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
以
上
の
有
三
の
視
線
は
こ
の
後
、
戦
時
下
の

賢
治
受
容
に
少
な
く
な
い
影
響
を
持
つ
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

遠
藤　

純
（
武
庫
川
女
子
大
学
准
教
授
）

編
集
者
・
山
本
有
三
の
慧
眼

「
日
本
少
国
民
文
庫
」の
意
義
と
宮
沢
賢
治
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『
佐
藤
義
亮
伝
』（
１
）
に
は
、〈
新
潮
社
が
初
め
て
少
年

少
女
向
き
の
本
を
手
が
け
た
〉（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
）

の
は
、
山
本
有
三
編「
日
本
少
国
民
文
庫
」（
昭
和
十
年

十
一
月
刊
行
開
始
）と
の
記
述
が
あ
る
。
が
、
こ
れ
は

厳
密
に
は
正
確
で
は
な
い
。
新
潮
社
に
は
大
正
九
年
、

『
三
太
物
語
』で
著
名
な
青
木
茂
の
お
話
集『
智
と
力

兄
弟
の
話
』が
あ
り
、
ま
た
大
正
末
〜
昭
和
初
年
に
か

け
て
は
、
西
條
八
十
や
北
原
白
秋
の
童
謡
、
ト
ル
ス
ト

イ
や
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
、
さ
ら
に
は「
愛
国
少
年

文
庫
」と
称
す
る
叢
書（
山
中
峯
太
郎
や
池
田
宣
政
、

久
留
島
武
彦
な
ど
全
五
冊
）が
刊
行
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
冒
頭
の
引
用
に
は
続
き
が
あ
る
。〈…

を

手
が
け
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
を
以
て
世
に
問
う
た
出

版
で
も
あ
つ
た
〉。
山
本
有
三
か
ら
持
ち
か
け
ら
れ
、

叢
書
の
出
版
を
決
断
・
承
諾
し
た
佐
藤
義
亮
の
意
識

下
に
お
い
て
は
、「
日
本
少
国
民
文
庫
」こ
そ
〝
新
潮

社
と
し
て
初
の
児
童
書
〞
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

有
三
と
新
潮
社
の
関
係
は
、
大
正
十
三
年
に
ま
で
遡

る
。
同
社
か
ら『
演
劇
新
潮
』が
創
刊
さ
れ
た
と
き
、

一
年
に
渡
っ
て
編
集
主
任
を
務
め
た
の
が
有
三
で

あ
っ
た
。
久
米
正
雄
は
、
雑
誌
創
刊
前
か
ら
有
三
が
緻

密
な
一
年
計
画
を
立
て
、
各
月
の
予
定
を
既
に
割
り

振
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
。
の
ち
の
有
三
の

編
集
者
と
し
て
の
用
意
周
到
さ
は
、
こ
う
し
た
経
験
か

ら
確
立
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、「
日
本
少
国
民
文
庫
」（
全
十
六
巻
）は
、『
心

に
太
陽
を
も
て―

胸
に
ひ
び
く
話
二
〇
編―

』（
昭
和

十
年
十
一
月
）を
第
一
回
配
本
と
し
て
刊
行
開
始
と
な

り
、
以
後
基
本
的
に
月
に
一
冊
の
ペ
ー
ス
で
出
版
、
吉

野
源
三
郎『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』（
十
二
年
八

月
）を
最
終
配
本
に
シ
リ
ー
ズ
完
結
と
な
っ
た
児
童
向

け
叢
書
で
あ
る
。

　

菊
池
寛
、
豊
島
与
志
雄
を
助
言
者
に
得
、
か
つ
有
三

の
周
囲
に
い
た
吉
野
源
三
郎（
編
集
主
任
）、
吉
田
甲

子
太
郎
、
高
橋
健
二
、
石
井
桃
子
ら
が
編
集
に
参
加
。

恒
藤
恭
、
石
原
純
、
水
上
滝
太
郎
、
里
見
弴
ほ
か
が
執

筆
し
た
。
昭
和
十
七
年
及
び
戦
後
の
二
三
年
に
も
そ
れ

ぞ
れ
改
訂
を
加
え
て
版
を
重
ね（
全
巻
構
成
も
変
更
）、

さ
ら
に
昭
和
三
一
年
に
は「
新
編
・
日
本
少
国
民
文
庫
」

（
全
十
二
巻
）を
出
版
し
た
。
戦
前
・
戦
後
、
そ
し
て
今

日
に
至
る
ま
で
そ
の
一
部
が
読
み
継
が
れ
る
日
本
の

児
童
文
学
史
上
稀
有
な
存
在
で
あ
り
、
類
例
の
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
叢
書
全
体
を
企
画
・
立
案
し
、
編

集
者
を
組
織
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
の
が
山
本
有
三
で

あ
っ
た
。
編
集
者
と
し
て
の
才
覚
を
多
分
に
発
揮
し
た

と
言
え
る
。

　

叢
書
の
特
色
お
よ
び
独
自
性
は
、
文
芸
面
に
の
み
偏

す
る
の
で
は
な
く
、
人
間
全
般
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
、
広
く
科
学
・
ス
ポ
ー
ツ
・
哲
学
・
倫
理
・
伝
記
・

教
養
と
い
っ
た
分
野
・
要
素
を
国
際
的
視
野
か
ら
配

し
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
人
間
い
か
に
生
く
べ
き
か
、

そ
の
根
源
的
な
問
い
を〈
小
学
児
童
期
を
終
は
る
頃
か

ら
青
年
時
代
に
至
る
ま
で
の
少
年
や
少
女
た
ち
〉（
２
）

と
い
う
所
謂
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
世
代
に
向
け
て
発
信
、

童
話
か
ら
小
説
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
書
物
と
し
て
届

け
た
の
で
あ
る
。

　

類
書
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
時
期
の
子

ど
も
向
け
読
み
物
の
多
く
が
時
局
の
影
響
を
受
け
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
に
対
し
、「
日
本
少
国
民
文
庫
」

は
あ
く
ま
で
リ
ベ
ラ
ル
か
つ
深
遠
な
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
を
希
求
し
た
編
集
方
針
を
貫
き
、
偏
狭
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
か
ら
読
者
を
解
放
す
る
姿
勢
で
統
一
さ
れ

て
い
た
。こ
れ
は
、多
く
の
編
集
者
を
抱
え
な
が
ら
も
、

「
総
編
集
」と
い
う
役
割
を
担
っ
た
有
三
の
力
量
に
負

う
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
編
集

に
関
与
し
た
人
の
多
く
が
、
そ
の
後
直
接
・
間
接
に
児

童
文
学
へ
の
関
心
を
高
め
、
こ
の
分
野
に
貢
献
し
て

い
っ
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
有
三
の
エ
デ
ィ
タ
ー
と
し

て
の
存
在
感
・
影
響
力
の
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
誕
生
し
た
叢
書
は
、〈
良
心
的
で
文
化
性

の
高
い
、
し
か
も
全
体
と
し
て
格
調
の
高
い
文
体
、
感

銘
に
あ
ふ
れ
た
内
容
を
も
っ
た
企
画
〉（
３
）、〈
軍
国
主

義
思
想
の
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
、
国
際
的
視
野

に
立
つ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う

と
し
た
こ
の
叢
書
の
功
績
は
高
く
評
価
す
べ
き
〉（
４
）、

言
論
統
制
が
本
格
化
し
て
い
く
情
勢
に
お
い
て〈
時
代

の
抵
抗
精
神
を
象
徴
す
る
も
の
〉（
５
）
と
い
う
高
い
今
日

的
評
価
が
定
着
し
て
い
る
。
先
を
生
き
る
世
代
と
し
て
、

有
三
の
子
ど
も
へ
の
責
務
と
、
正
義
感
に
貫
か
れ
た
強

固
な
意
志
が
本
叢
書
を
誕
生
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
叢
書
は
多
く
の
優
れ
た
作
家
や
研
究

者
、
翻
訳
者
ら
の
作
品
を
世
に
送
り
出
し
た
が
、
な
か

で
も
ひ
と
き
わ
眼
を
惹
く
の
が
、
当
時
児
童
文
学
の
書

き
手
と
し
て
は
無
名
だ
っ
た
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
掲

載
し
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
二
九
年
、
岩
手
に
て
生
ま

れ
た
賢
治
は
、
既
に
大
正
十
三
年
に
は
心
象
ス
ケ
ッ
チ

『
春
と
修
羅
』、
童
話
集『
注
文
の
多
い
料
理
店
』を
自

費
出
版
し
、
い
く
つ
か
の
雑
誌
で
詩
や
童
話
を
発
表
し

て
い
た
も
の
の
、
児
童
文
壇
で
は
い
ま
だ
定
位
を
持
た

な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
有
三
は
第
八
巻『
人
類
の
進
歩

に
つ
く
し
た
人
々
』で
は「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」を
、
十
六

巻『
日
本
名
作
選
』で
は「
オ
ッ
ペ
ル
と
象
」を
、
そ
れ

ぞ
れ
取
り
上
げ
た
。

　

な
に
ゆ
え
に
、
無
名
と
も
い
え
る
賢
治
作
品
を
選
択

し
た
の
か
。
有
三
の
編
集
者
と
し
て
の
眼
力
は
、
賢
治

の
ど
こ
に
注
が
れ
た
の
だ
ろ
う
。『
人
類
の
進
歩
に
つ

く
し
た
人
々
』に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

昭
和
十
二
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
同
書
に
は
、
リ
ン

カ
ー
ン
、
キ
ュ
ー
リ
ー
夫
人
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
各

伝
記
を
収
録
し
た
が
、
三
偉
人
の
な
か
で
も
と
り
わ
け

頁
を
多
く
割
い
た
の
が
力
作「
リ
ン
カ
ー
ン
伝
」で
あ

る
（
６
）。
こ
の
作
品
で
は
、
奴
隷
解
放
の
た
め
に
生
涯
を

捧
げ
、
彼
ら
の
自
由
と
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
終
生

尽
力
し
た
人
物
と
し
て
リ
ン
カ
ー
ン
が
描
か
れ
た
。

〈
生
涯
の
目
標
を
世
間
的
な
成
功
に
お
か
ず
、
自
分
一

個
の
幸
福
の
た
め
よ
り
は
、
自
分
た
ち
の
時
代
の
大
き

な
宿
題
の
た
め
に
働
こ
う
と
考
へ
て
生
き
て
来
た
〉（
７
）

と
こ
ろ
に
そ
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ
っ
た
と
力
説
し
、
彼

こ
そ
人
類
の
進
歩
に
つ
く
し
た
人
で
あ
り
、
読
者
に

〈
リ
ン
カ
ー
ン
と
同
じ
や
う
に
、
自
分
一
人
の
た
め
で

は
な
く
、
世
の
中
の
進
歩
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
、
本

当
に
生
き
が
ひ
の
あ
る
こ
と
だ
と
は
お
思
ひ
に
な
り

ま
せ
ん
か
〉（
８
）
と
問
い
か
け
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

視
点
は
、
こ
の
当
時
有
三
が
書
い
た
作
品
に
も
共
通
し

て
見
ら
れ
る
。

　
「
は
に
か
み
や
の
ク
ラ
ラ
」（『
主
婦
之
友
』十
二
年

一
月
〜
三
月
）に
し
ろ「
ス
ト
ウ
夫
人
」（
同
前
、
十
三

年
一
〜
三
月
）に
し
ろ
、
そ
の
根
底
を
脈
々
と
流
れ
る

の
は
人
類
の
た
め
に
い
か
に
生
き
た
か
、
そ
の
進
歩
に

い
か
に
貢
献
し
た
か
と
い
う
視
点
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ

を
基
軸
と
し
た
人
物
伝
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
。
そ

れ
は
軍
事
色
が
濃
厚
に
な
り
、
厳
し
い
言
論
統
制
が
行

わ
れ
て
い
く
な
か
で
の
、
有
三
が
良
心
的
な
文
学
者
と

し
て
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
で
あ
り
、
時
勢
に
抗
う
な
か
で
打
ち
立
て
よ
う
と
し

た
一
つ
の
倫
理
で
あ
っ
た
。

　

賢
治
の「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」収
録
に
つ
い
て
も
、
有

三
の
編
集
基
準
に
照
ら
し
て
考
え
た
と
き
、
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
東
北
農
民
の
貧
困
を
い
か
に
救

う
か
に
終
生
尽
力
し
た
農
民
科
学
者
・
実
践
者
と
し

て
の
賢
治
像
で
あ
る
。
こ
う
し
た
賢
治
へ
の
共
感
が

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」収
録
へ
と
向
か
わ
せ
た
の
で
は
な

い
か
。
文
学
に
生
き
た
詩
人
・
童
話
作
家
と
し
て
の
賢

治
で
は
な
い
が
、
当
時
の
賢
治
受
容
の
一
面
が
垣
間
見

え
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

　

一
篇
の
詩
や
雑
文
に
至
る
ま
で
、
有
三
は
妥
協
す
る

こ
と
な
く
厳
し
く
素
材
を
吟
味
し
た
と
さ
れ
る
。
編
集

者
と
し
て
の
才
覚
や
慧
眼
が
、
児
童
出
版
史
に
残
る
名

著
と
し
て
の「
日
本
少
国
民
文
庫
」を
結
実
さ
せ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
そ
の
編
集
過
程
で
賢
治
へ
行
き
着
い
た

と
こ
ろ
に
も
有
三
の
確
か
な
先
見
性
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
以
上
の
有
三
の
視
線
は
こ
の
後
、
戦
時
下
の

賢
治
受
容
に
少
な
く
な
い
影
響
を
持
つ
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

マ

マ

（
注
） 
１　

天
野
雅
司
編
『
佐
藤
義
亮
伝
』（
昭
和
二
八
年
八
月
、
新
潮
社
）

 

　
　

※
佐
藤
義
亮
は
新
潮
社
の
創
業
者
で
、
本
書
は
佐
藤
の
評
伝
で
あ
る
。

 

２　

吉
田
甲
子
太
郎
「
日
本
少
国
民
文
庫
が
生
ま
れ
る
ま
で
」（『
書
窓
』
二
巻
四
号
、

昭
和
十
一
年
一
月
、
ア
オ
イ
書
房
）

 

３　

鳥
越
信
『
日
本
児
童
文
学
案
内
』（
昭
和
三
八
年
八
月
、
理
論
社
）

 

４　

日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
日
本
児
童
文
学
概
論
』（
昭
和
五
一
年
四
月
、東
京
書
籍
、

執
筆
西
田
良
子
）

 

５　

菅
忠
道
『
日
本
の
児
童
文
学 

増
補
改
訂
版
』（
昭
和
四
一
年
五
月
、
大
月
書
店
）

 

６　

本
作
は
山
本
有
三
著
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
吉
野
源
三
郎
の
筆
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
編
集
者
と
し
て
有
三
は
素
材
の
選
択
か
ら
草

稿
チ
ェ
ッ
ク
ま
で
入
念
に
行
っ
て
お
り
、
叢
書
に
か
か
る
す
べ
て
の
最
終
決
定
を

有
三
が
実
施
し
た
。

 

７　

山
本
有
三
『
人
類
の
進
歩
に
つ
く
し
た
人
々
』（
昭
和
十
二
年
一
月
、
新
潮
社
）

 

８　

注
７
に
同
じ

遠
藤
　
純 

（
え
ん
ど
う 

じ
ゅ
ん
）

１
９
６
８
年
京
都
市
生
ま
れ
。
武
庫
川
女
子
大
学
准
教
授
。
専
門
は
児
童
文
化

史
。編
著『
日
本
児
童
文
学
文
献
目
録
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ  

2
0
1
9
年
）、

『
藤
子・
F・
不
二
雄
大
全
集　
ぴ
ー
た
ー
ぱ
ん
』（
小
学
館  

2
0
1
3
年
）、『
児

童
文
化
と
子
ど
も
文
化
』（
港
の
人  

2
0
1
2
年
）な
ど
。
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吉野源三郎「君たちはどう生きるか」
（『日本少国民文庫』第5巻  新潮社  昭和12年）

山本有三と吉野源三郎コラム

　次代を担う子どもたちのために新しい本を、という有三の想いから企画された『日
本少国民文庫』ですが、その背景にはもう一つ企図されていたことがあります。それは、
当時失職中であった吉野源三郎［1899-1981］に仕事を与える、ということでした。
　昭和６（1931）年、吉野は、治安維持法に抵触したことによって逮捕され、一
年半ほどの間、投獄されています。その影響から出獄した後も勤め先を得られず、
くすぶっていたのを見かねて、有三は、吉野に『日本少国民文庫』編集の仕事を持
ち掛けたのでした。
　当初は、子ども向けの読み物のために二年余りの歳月を割く気になれず、引き
受けようとしなかった吉野でしたが、有三の説得を受けて、文庫の発刊に携わるこ
ととなります。
　編集主任としてまとめ役を務めるとともに、『日本少国民文庫』第五巻、「君たち
はどう生きるか」の執筆を手掛けました。哲学を学んだ吉野ならではの、人生をい
かに生きるべきかを問いかけたこの作品は、当時の少年少女たちに深い感銘を与え、
また、近年においても漫画化されて再注目を果たした息の長い作品となっています。
　『日本少国民文庫』の編集として働いたことがきっかけとなり、吉野は昭和12年から岩波書店に勤め、岩波新書の創刊や
雑誌「世界」の編集に携わりながら、編集者として後半生を送りました。戦中から戦後にかけて、親しく往来する機会こそ
途絶えましたが、有三の亡くなった後も、吉野は「常識では考えられないほどの無償の好意を私に注いで下さった」（山本有
三全集  第10巻付録「山本さんと私」  新潮社  昭和52年）と、有三から受けた厚情について振り返っています。

　三鷹ゆかりの作家、山本有三の旧居であり、市有形文化財でもある建物の魅力と、
「文化の薫り高い三鷹」を広く発信することを目的として開催しているスケッチコン
テスト。第６回目を数える今回は、市内外から71点のご応募があり、公会堂さんさ
ん館にて開催されたコンテストには、多くの皆様にご来場・ご投票いただきました。
　応募作品は、いずれも個性豊かな作品ばかり。来場者からは「同じ建物や風景で
も表現の違いが毎年新鮮」、「力作ぞろいで感動した」といった感想が多数寄せられ
ました。　
　受賞作品は2月4日（火）から3月8日（日）まで山本有三記念館内で展示しました。
ご来館の皆様が足を止めて作品に見入る姿がとても印象的でした。

第６回三鷹市山本有三記念館  スケッチコンテスト
令和２年１月18日（土）～26日（日）開催

事業報告

開館時間：午前９時 30 分～午後５時
入 館 料：300 円（20 名以上の団体 200 円）

・中学生以下、障害者手帳持参の方とその介助者、校外学習の高校生以下と引率教諭、
   「東京・ミュージアムぐるっとパス 2020」利用者は無料
   ※受付にて「年間パスポート（1,000 円）」を販売しております。

アクセス：JR 中央線「三鷹駅」南口より徒歩 12 分、
JR 中央線・京王井の頭線「吉祥寺駅」南口（公園口）より徒歩 20 分

〒181-0013　東京都三鷹市下連雀 2-12-27
TEL 0422-42-6233

http://mitaka-sportsandculture.or.jp/yuzo/
ホームページ

編集・発行

新型コロナウイルス感染症対策のため、ガイドボランティアの
実施と団体見学の受付は、当面休止します。

ガイド
ボランティア
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